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・車間距離を長くとりましょう。 

   雨で路面が濡れていると、停止距離が晴れた日よりも約 1.5倍長くなります。 

そのため、雨の日は前車との車間距離を長くとりましょう。 

・雨が降り始めた直後の道路 

・マンホールや溝のふたなどの金属部分  

・横断歩道などの白線部分 

・「急」のつく運転は避けましょう。 

⭐雨の日の急発進・急ハンドル・急ブレーキは、スリップの原因となるため 

避けましょう。ブレーキはエンジンブレーキを使用したり、数回に分けてかけま

しょう。 

・視界が悪くなります。 

雨の日の視界はワイパーの作動範囲に狭められるので、周囲の状況が見えに 

くくなります。また、フロントガラスも曇りやすいため、エアコンを作動させ 

て視界を確保しましょう。 

ハイドロプレーニング現象を防ぐために 
ハイドロプレーニング現象：大きな水たまり等を高速度で走行した時に、 

タイヤが水の膜により覆われハンドルやブレーキが効かなくなる現象 

◎速度を落として走行する 

◎普段からタイヤの摩耗や空気圧を確認する 

※発生したときは、ハンドルとアクセルを戻し、自然と速度が 

落ちてタイヤのグリップが回復するのを待ちましょう 

雨の日の交通事故防止  
ドライバーのみなさんへ 

は特に滑りやすくなってい

るので注意しましょう。 



歩行者・自転車のみなさんへ 

・車を意識して、安全に通行しましょう。 

⭐雨の日、ドライバーの視界は悪くなります。「相手の車からは見えていないかも

しれない」と考え、無理な道路の横断はやめましょう。また、ドライバーから見

えやすいように明るい色の服装（レインコートなど）で目立つようにしましょう。 

  ・自転車の傘差し運転は違反です。 

 傘差し運転は、片手運転になり、正確なハンドル操作が 

できなくなるため、大変危険です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

傘差し運転

は違反です 


